
3  こんな技術を求めています！

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

配水場施設の送配水ポンプ、電動弁、受電設備の機器は、通常自動制御や遠隔操作などを行って

いるが、点検や故障対応などで、現地での操作を行う必要がある。

機器点検などが事前に予定されている場合は、操作手順書を作成し、それを基に作業を行うが、

VRを使用した機器操作シミュレーション技術があれば、現地に移動しなくてもVR空間で機器操作

の手順を確認することができる。

VRゴーグル等により、点検作業等の操作手順を検証することができる技術。

また、この技術は配水場の機器操作技術の向上・誤操作防止に応用することができる。

機器操作手順書等作成における現地での確認業務のための移動

作業頻度：44回/年、現地移動所要時間往復平均：40分/回

業務量削減時間：44×40＝1,760分/年（約29時間/年）

1  課題を抱える業務の内容

堺１ VRを使用した機器操作訓練による操作技術の向上

堺市

求める技術：⑭



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

 ＶＲを活用した浄水場等の施設見学

 ＶＲを活用した水質検査体験

 ＶＲ・ＡＲを活用した水道事業の広報

近年、施設のセキュリティーが強化される中、施設見学や施設開放などの広報事業が縮小され、新しい

広報のあり方の検討が進んでいます。

今後も、多くのお客様に水道事業を理解していただくためには、これまで現地で紹介していた、見学会

を補完する、新たな広報アイテムが必要となります。

水道記念館等の一般開放施設において、浄水場の仮想空間を構築し、VRカメラを装着して体感できるコー

ナーを設けることで、施設のセキュリティー対策と広報事業の両方で充実を図ることができると考えます。

また、スマートフォンが広汎に普及している中、ARの活用を含めて新たな水道事業のコンテンツを作れば、

アピール力ある広報が実現できます。

4  技術の導入により代替が期待される業務

浄水場等の施設見学案内業務、出張学習講座のオンライン化

5 事業規模・業務量

・浄水場等の施設見学案内業務

開催頻度：約200日／年（1日に午前・午後各1回開催）、作業時間：約2時間／回

神２ ＶＲを活用した浄水場施設見学等の新たな広報 求める技術：⑬⑭

神奈川県

1  課題を抱える業務の内容



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

工事及び点検における事故の原因は、作業の慣れ、安全確認不足、不注意などによるものが多く、
監督員である職員においても、机上の安全管理に関する知識はあるものの、実際の事故経験がない
職員が多く、実際の作業の場において、どのような事故が発生するか予見できていません。

職員が起こり得る事故のリスクを主任技術者や作業員に「しっかり」伝えることができれば、現
場での事故を減らすことができます。また、職員の直接行う作業（断水、設備保守点検）において
も事故リスクは潜んでおり、仮想ではあるが自身が体験することにより、安全管理の技術として習
得できると考えています。

 ＶＲを活用した工事作業における事故体験
 ＶＲを活用した道路上作業における事故体験
 ＶＲを活用した設備点検における事故体験

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

 事故防止研修等の座学研修と併用して行う事でより習熟度が向上することが期待される。
 OJTによる現場経験の代わりとなり得る。
 VRを活用することで、本来長い業務年数を経て蓄積される現場経験を積むことができる。

・事故防止研修
開催頻度：１回／年、参加者数（職員）：30名程度、講師（職員）：１名

神３ ＶＲを活用した安全教育 求める技術：⑩⑭

神奈川県

1  課題を抱える業務の内容



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

広１ 地下埋設物（水道管路等）の高精度な埋設位置の把握及び３D可視化

2  課題の詳細

① 他事業者等との地下埋設物協議における立会業務時の正確な埋設位置情報の本市からの提供
② 配水管の布設替え等の工事における設計業務時の正確な既設管等埋設位置の把握

求める技術：⑤⑭

広島市

① 他事業者等との立会業務時に、完成図等より埋設位置の情報提供を行っているが、現地の形態が竣工時と
相違している場合や資料・認識不足により正確な埋設位置情報の提供ができていないことにより、管路等の
破損など重大事故発生につながりかねない。

② 配水管の布設替え等の工事における設計業務時に既設管等埋設位置の把握が不十分な場合には、工事施工
時に掘削すると埋設位置が想定位置と相違していることもあるため、設計変更が必要になったり、管路等の
破損など重大事故発生につながりかねない。

 本市及び他事業者の地下埋設物を３D可視化して表示する技術
想定される技術：AR（拡張現実）とGPSなどの位置情報を組み合わせて、現実風景に３D可視化した地下

埋設物（水道管路等）を高精度（精度誤差：水平･深度±5㎝以内）に表示する技術

4  技術の導入により代替が期待される業務

① 地下埋設物協議における立会業務と工事に起因する事故及び対応（業務改善：事故件数及び対応回数の削減）
② 設計業務での設計変更（業務改善：正確な位置把握による頻度の軽減）

５ 事業規模・業務量

① 地下埋設物協議における立会業務件数 約2,400件／年 20～30分程度／件
② 配水管の布設替え等工事件数 約４０件／年 設計変更件数 約４０件／年



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

限られた敷地内で施設を更新する場合、工事施工中のエリア、埋設配管の干渉及び完成後の施設配

置等を図面で確認を行っていますが、複雑で分かりにくいためイメージを構成・共有することが難し

い状況です。

施設等を３Ｄ化することで視覚的に確認でき、さらに仮想空間上でのシミュレーションが可能とな

れば、その繋がりや影響を容易に把握することが可能となります。また、３Ｄ化したデータは施設の

整備だけでなく、維持管理や安全対策への取組みにも活用していきたいと思います。

現存する施設・設備や工事予定の施設・設備等を３Ｄモデル化し、ＡＲやＶＲ等を活用して、様々

な角度からシミュレーションを行い、施設管理を高度化する技術

名４ 施設管理における現地情報の視覚化 求める技術：⑩⑭

名古屋市

1  課題を抱える業務の内容



1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

名６ 技術者研修のＸＲ技術による効果向上

2 課題の詳細

求める技術：⑭

名古屋市

水道事業を担う技術者に対する効果的かつ効率的な研修

 BIM/CIMモデルなどを用いたＸＲ技術により、施工現場を再現し、体感できる技術
 XRを用いて縮尺を変えて表示することにより、多様な視点から確認できる技術
 施工現場を段階表示し、施工手順を再現する技術
 日常業務で経験することが難しい状況をXRを利用して体験する技術

経験豊富な人材の退職など、水道事業を担う技術者も減少しており、人材育成は事業
運営上の重要な課題となっています。
大規模工事の減少や委託業務の活用拡大に伴う経験機会の減少、施設・設備の劣化進

行に伴う維持管理業務の重要化や、新技術への対応など、技術者に求められる知識も時
代に合わせて変化していく中、将来に向けて効果的かつ効率的な研修実施方法を検討し
ています。また事故防止のための安全教育についても、研修効果を高めていきたいと考
えています。
こうした多様化する課題に対し、ＸＲ技術を用いた仮想的な体験を通して経験を積ま

せることにより、技術者研修の効果向上を図りたいと考えています。



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

宇7 水道施設の３次元データ化

2  課題の詳細

求める技術：⑤⑨⑭

宇都宮市

職員が直接入ることができない施設の内部や，構造物の位置，断面、設備の内部構造などをＩＣＴを活用して
可視化することができれば，それぞれの業務（設計，施工，維持管理）の精度が向上する。

2次元データ（図面、映像等）から3次元データを作成する技術，及びその3次元データをVR等（AR、MR
等）で確認（任意点での拡大、縮小、断面切り出し、複数人での同一空間体験、など）することができる技術

浄水場は常時稼働しているため，池の中など職員が入れない場所の設備の設置状況（位置や配管・配線ルート
等）や，分解しないと目視できない設備内部（ポンプ・脱水機等）は図面（２次元）で確認しており，維持管理
する職員は設備を詳細に把握することが難しく，不具合が発生した際の対処に遅れる可能性がある。


